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金や銀で構成される金属ナノ粒子は、表面プラズモン共鳴などの特徴的な光学特性
を持ち、生物化学や分析化学において広く使用されている。ナノ粒子の合成法は気
相法や液相法が多く用いられる。その中で、気相合成法の1つである蒸発濃縮法は、
液相合成法にて一般的に用いられる保護剤や還元剤を必要としないため、表面に有
機物のないナノ粒子を合成可能である。しかし、気相合成ナノ粒子の捕集法は報告
が少なく、材料として利用するためには捕集法を検討する必要がある。本研究では、
蒸発濃縮法で合成したナノ粒子を、ガラス基板上に捕集する手法を検討した。捕集
後のガラス基板について、原子間力顕微鏡（AFM)による表面観察、およびX線光電
子分光法（XPS)によるガラス基板表面上の元素分析を依頼した。

実験
Experimental

管状電気炉に石英管を設置し、石英管の片側にマスフローコントローラーを介して
窒素ガスボンベを取り付けた。窒素ガスボンベと反対側に、ナノ粒子捕集用チャン
バーとなる T 字真空配管装置を取り付けた。T字真空配管装置の一か所にブランク
フランジを取り付けた。このブランクフランジにナノ粒子捕集部となるガラス板固
定部を取り付けた。管状電気炉に Ag 金属粒を設置し、1100℃まで加熱した。窒素
ガスを1.5 L/min.のスピードで流すことでナノ粒子を合成した。ナノ粒子捕集部に
ガラス板を取り付け、合成したナノ粒子を一定時間捕集し、得られたガラス板の表
面観察および元素分析を行った。申請者はガラス板への捕集までを行い、各種分析
を技術支援者にお願いした。

結果と考察
Results and Discussion

ナノ粒子捕集部にガラス板を取り付け、2時間捕集を行った。捕集後のガラス板は、
Agナノ粒子に特異的な色調が目視で確認出来た。基板上の物質を依頼分析であ
るXPS 分析で評価したところ、Ag 3d に由来するピークが確認され、Agナノ粒子が
ガラス表面に積層していることが示された。さらに、AFMにて捕集後のガラス板の
表面観察を行ったところ、20nm前後の凹凸が規則的に見られた。ガラス板のみを
観察すると規則的な凹凸は見られなかったことから、この凹凸は捕集したナノ粒子
由来であると推測される。また、凹凸は20nm前後の深さで観測されていた。実際
に合成したAgナノ粒子の粒子径は5~7nm程度であることから、ガラス板上に複数
層が積層している状態である事が示唆された。
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